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大きな感動は小さなことの積み重ねから生まれます 

                                  校 長  原 口  穣 
 

３月６日に開幕した「ミラノ・コルティナ パラリンピック」に本校でも講演をして

いただいた、小川亜希選手が車いすカーリングミックスダブルスで出場されました。

３勝４敗で惜しくも決勝トーナメント進出はできませんでしたが、全力で戦っている

姿には勇気をもらいました。 

さて、パラリンピック、そしてその前に行われたオリンピック。やはり「自分自身の

限界に挑戦する姿」は美しい、とたくさんの感動をもらいました。結果がよかった種目

だけでなく、準決勝で 0.11 秒差で敗れた女子パシュート、悪天候で最後のジャンプ

が打ち切られてしまった男子スーパーチーム、直前の大会で大けがをしてしまった中

「今できるベストを尽くす」と競技に臨んだ男子スノーボードＨＰの平野歩夢選手・・・

当然、悔しさや無念な思いがあるはずですが、競技後のインタビューでは、思い通りに

ならなかった結果を受け止め、今まで支えてきてくれた周囲の人への感謝、そして取

り組んできた自分自身の費やした“時間”・“努力”への誇り、そうしたものを感じるシ

ーンをたくさん見ることができました。 

 そんな今回のオリンピック・パラリンピックを通じて１番印象に残ったのは、フィ

ギュアスケート・ペアで金メダルを獲得した“りくりゅうペア”でした。前日のＳＰで

まさかの失敗をして５位に沈み、がっくりとうなだれる木原選手からは、このフリー

での演技は想像もできませんでした。スロージャンプ、リフトと完璧で、２人の動きが

氷上とは思えないほどシンクロして、涙が出るほど感動しました。 

 この時のＴＶ放送での解説をしていた高橋成美さんの気持ちのこもった解説もとて

も印象的でした。「すごい！すごい！すごい！すごい！」「宇宙一です！」という解説は

今後も残るのではないでしょうか？ 

 

その高橋さんが「“りくりゅうペア”は、なぜ金メダルを取れたのですか？」とい

う質問に対して答えた内容がとても印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「大きな感動」は小さな習慣の積み重ねから生まれます。  

先月行われた全校集会で生徒のみなさんにお話ししましたが、日本の、そして日本

人の良さは、長年培われてきた「安全」「清潔」「時間」への意識だと思います。 

集会で紹介した「携帯電話を落としたときに警察に届く割合」を同じ大都市のアメ

リカ・ＮＹと東京を比較した実験の結果、ＮＹでは６％しか届かなかったのが、東京

では８８％が警察に届いたそうです。また夜中に中学生が自転車に乗って普通に塾に

行くことができる。これは世界の中ではとても珍しいことです。他にも道路のゴミの

少なさや電車が時間通りに来て時間通りに出発する・・・日本人が長年、大切に育

み、守ってきた風土、文化を大切にしていきたいですね。 

 さあ、いよいよ 2 年生は最上級生に。そして１年生は“先輩”になります。 

君たちが、さらに成長し、自らの足で力強く歩んでいくことを期待しています。 

がんばれ西中生！君たちの成長を楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜かば桜学園 西中学校だより＞ 
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小中一貫教育 

（学校４・３・２制）推進校 

           
笑顔あふれ、優しさと行動力を 

はぐくむ「生徒が主役」の学校 

欅    

け や き 
もちろん７年間努力してきた２人の技術的なことはすばらしいのですが・・・日本人ペ

アの技の成功の裏には、お互いの「信頼感」というものが大きいと思います。 

 ペアは相手に遠くに投げられたり、リフトで高く持ち上げられたり・・・一歩間違うと大

けがをします。少しでも相手への「不信感」があったら、技に乱れが出ます。 

 木原選手って、とにかく真面目なんですね。たとえば「時間」に遅れません。 

 さあ練習しよう！というときに、遅刻してきて・・・ということがあると、相手への信頼

感が薄れます。そうした日々の生活での小さなことを一つ一つ積み重ねた「信頼」が今

日の技の１つ１つに表れ、あの素晴らしい演技につながったと思います。 

地域・保護者の皆様へ 

令和７年度、多くのご支援を北本市立西中学校に賜りました。 

地域の皆様には、フラワーロードでのご協力をいただいたり、また落ち葉の

季節にはお力添えをいただいたり、「地域の宝」である子どもたちの育成のた

めの環境づくりに協力いただきましたこと、ありがとうございます。 

 また保護者の皆様にも少ない生徒数＝保護者も少ない中、PTAでのご協力や

学校行事でのサポートをいただきましたことに感謝申し上げます。 

 今後とも西中生の成長のため、皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。 

 今年度のご支援に改めて感謝申し上げます。 



          ～４月の主な行事予定～ 

※〇数字は時間割  ＳＣ：スクールカウンセラー来校日  ＢＤ：バースデイ給食  ＊学校お休みの日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

3/27(金)～ 学年末休業日 

4/7（火）準備登校日 

/8（水）第４９回 入学式・始業式 

  /9（木）発育測定、写真撮影、全体学活 

/10（金）対面式・生徒会オリエンテーション 

     給食開始 

/13（月）けやきアンケートしゃべり場 

/14（火）眼科検診 Ⅰ期時間割開始 

     各種委員会 

/15（水）学年集会 

/16（木）避難訓練 

 

/17（金）学校公開・学級懇談会 15:40～(予定) 

/20（月）１年生仮入部期間  

ふれあいウィーク 

 /21（火）内科検診 かば桜バスケット交流 

 /22（水）生徒集会（学級委員会） 

      全国学力学習状況調査・英、質問（３年生） 

 /23（木）全国学力学習状況調査・国、数（３年生） 

      尿検査（一次） 

 /24（金）離任式 ２４（ニシ）の日 

 /27（月）ジョイントスクール（部活体験） 

 /29（水）昭和の日 

 /30（木）部活動保護者会 

      ⑥交通安全教室 

４  月 

おめでとうございます！！ 
◆第２７回埼玉県中学生郡市対抗学年別ソフトテニス大会 出場証明書 

        

 

◆令和７年度 鴻巣研修大会 ソフトテニス女子の部 

 

  団体第３位 

 

 

３月９日（月）３年生から学ぶ会 

 3/９(月)に高校受験を終えた３年生から、２年生に向けて受験の心構えやアドバイス

等を話す時間がありました。 

２年生は来年の受験に向けて、３年生の話をしっかり聞くことができました。 

また、３年生も勉強の苦労や受験勉強のアドバイス等、しっかり行ってくれました。 

とても有意義な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１３日（金）第４８回卒業証書授与式 

 天候にも恵まれ、第４８回卒業証書授与式が行われました。３年生のみなさん、卒業おめ

でとうございます。証書を受け取る姿は、とても立派でした。中学校３年間で学んだことを

忘れず、今後の生活も頑張ってください。 

 また、式の準備を行ってくれた１･２年生のみなさん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２４日（火）１年生パラスポーツ体験 

3/24 に１年生がパラスポーツ体験を行いました。 

車いすバスケを体験し、障がいのある人の気持ちに 

なってしっかりと学習に取り組んでいました。 

とてもよい体験ができたと思います。 

この体験で学んだことを、今後の学校生活に生かし 

てもらいたいです。 
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